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本日、五月臨時府議会が開会しました。本府議会は、新型コロナ対策の補正予算な

どの審議を行うとともに、各委員会の正・副委員長など、議会の構成を決定する重要

な議会です。 

京都府議会基本条例は、「議会は、府民から信託された議員によって構成される府民

の代表機関」と定めています。その実現のためには、民意を正しく反映した公正・公

平な議会役員の選出と民主的な議会運営は不可欠の課題です。 

ところが府議会では、議長・副議長、議会選出監査委員、および常任・特別委員会

と予算・決算特別委員会の正・副委員長から、議会第２党である日本共産党を排除す

る不正常な事態が二十年以上に渡り続いています。 

本来、議会構成に多様な民意を反映することは憲政の常道です。また、議会運営は

民主的に全会一致で行うことが必要であり、わが党議員団はこれに協力してきまし

た。 

また、長引くコロナ禍、ロシア・ウクライナ危機や原油・物価高騰などの下で、府

民の暮らしも京都経済も極めて深刻な実態にあり、その対応に、府議会として全力を

あげることが求められています。 

これまでも議会改革の努力が積み重ねられてきましたが、歴史と伝統ある京都府議

会として、常任委員会、特別委員会、予算・決算特別委員会の正・副委員長は各会派

議席数に応じた配分とすること、また各種役員選出についてもその原則を貫くことを

求めます。 

以上 


